
地 域 医 療 連 携 だ よ り
\ 高 槻 赤 十 字 病 院 の 最 新 情 報 を お 届 け ! /
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当
院
薬
剤
部
は
、「
赤
十
字

の
理
念
に
基
づ
き
、
患
者
さ

ま
及
び
ご
家
族
の
方
が
、
安

心
し
て
薬
物
療
法
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
日
々
薬
剤

師
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
薬
剤

師
の
専
門
性
を
発
揮
し
良
質

な
医
療
の
提
供
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
病
棟
で
の
薬
剤
師

業
務
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
各
病
棟
に
担
当
薬
剤
師

を
配
置
し
、
患
者
さ
ん
へ
の

服
薬
指
導
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
薬

剤
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
入
院
時
に
は
患
者
さ
ん
の

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
直
接
お
伺

い
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
常

用
薬
の
確
認
や
ア
レ
ル
ギ
ー

歴
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま

す
。
同
時
に
副
作
用
状
況

の
把
握
、
服
薬
指
導
を
行

い
、
常
用
薬
の
継
続
に
つ

い
て
医
師
と
協
議
し
ま
す
。

　
入
院
中
は
使
用
す
る
薬
剤

の
説
明
、
副
作
用
状
況
の
確

認
等
の
患
者
さ
ん
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
特
に
抗
癌
剤
な
ど
の

ハ
イ
リ
ス
ク
な
薬
剤
を
使

用
す
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て

は
、
副
作
用
の
早
期
発
見
を

す
る
た
め
、
よ
り
注
意
し
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
医
師
を
は
じ
め
と
し
た

医
療
ス
タ
ッ
フ
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
処

方
提
案
を
通
じ
て
、
よ
り

良
質
な
薬
物
療
法
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

退
院
時
に
は
患
者
さ
ん

に
服
薬
指
導
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
調

剤
薬
局
に
対
し
て
も
薬
剤
管

理
サ
マ
リ
（
※
）
を
用
い

て
情
報
提
供
を
行
い
、
患

者
さ
ん
が
よ
り
シ
ー
ム
レ

ス
な
薬
物
療
法
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
院
薬
剤
部
に
は
各

領
域
に
お
け
る
専
門
、
認
定

薬
剤
師
が
数
多
く
在
籍
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

チ
ー
ム
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
々
高
度
化
、
複
雑

化
す
る
医
療
に
対
応
す
る
た

め
、
各
分
野
の
認
定
を
有
す

る
薬
剤
師
と
も
密
接
に
連
携

を
取
り
、
よ
り
専
門
的
な
薬

物
療
法
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

高 槻 赤 十 字 病 院　 地 域 医 療 連 携 だ よ り

　病院薬剤師の業務もここ十数年で大きく変化しました。調剤・薬品
管理といった対物業務から、処方設計への参画・患者指導・投与後の
follow up といった対人業務が中心となり、当院では、病棟および外来
化学療法室に薬剤師を終日常駐させる体制を整え、日々の薬剤業務に取
り組んでおります。
　近年、薬の多剤併用、いわゆるポリファーマシーが問題視されていま
す。入退院時が患者さんの薬を見直す 1 つのきっかけになると考え、入
退院時の服薬指導や後続医療機関への情報提供にも力を入れています。
　今回は、病棟で薬剤師がどのような仕事をしているか、その一端をご
紹介させていただきます。

薬剤部長　小島　一晃　

　
2
0
2
0
年
度
よ
り
薬
剤
管
理
サ

マ
リ
を
利
用
し
、
調
剤
薬
局
に
対
し

て
の
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
入
院
中
に
常
用
薬
の
変
更
、
中
止

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
退
院
時
に

変
更
の
理
由
や
変
更
後
の
患
者
さ
ん

の
状
態
等
を
記
載
し
た
薬
剤
管
理
サ

マ
リ
を
作
成
し
、
調
剤
薬
局
に
対
し

て
交
付
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
入

院
中
の
薬
剤
管
理
の
状
況
を
調
剤
薬

局
へ
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

薬
剤
管
理
サ
マ
リ

薬
剤
管
理
サ
マ
リ

  

現
在
、
担
当
薬
剤
師
７
名
と
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
薬
剤
師
を
含
め
て
計
10

名
の
薬
剤
師
で
病
棟
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
に
、
抗
菌
化
学
療

法
認
定
薬
剤
師
２
名
、
栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
専
門
療
法
士
３
名
、
心
不

全
療
養
指
導
士
１
名
、
日
本
糖
尿
病

療
養
指
導
士
１
名
を
含
み
、
高
度
な

薬
物
療
法
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
知
識
や
業
務
に
偏
り
が
無
い
よ

う
、
年
単
位
で
調
剤
室
担
当
薬
剤
師

と
の
配
置
替
え
を
行
い
、
部
内
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
を

病
棟
に
専
任
配
置

薬
剤
師
を

病
棟
に
専
任
配
置

薬
剤
部
の
ご
紹
介

薬
剤
部
の
ご
紹
介

	 < 病棟担当薬剤師>　　後列中央は　薬剤部　臨床業務課長　仲　忠士
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※費用が発生します。※費用が発生します。
後日お支払い下さい。（初再診料・手技料等）

後日お支払い下さい。（初再診料・手技料等）

発
熱
外
来
の
ご
紹
介

発
熱
外
来
の
ご
紹
介

高槻赤十字病院　地域医療連携課
〈 外来予約・経過照会・セカンドオピニオン・転院依頼などについての窓口です 〉

TEL  072-696-3274（直通）   /   FAX  072-695-0054 （直通）
TEL  072-696-0571（代表）   /   FAX  072-696-1228 （代表）
〒 569-1096　大阪府高槻市阿武野 1 丁目 1 番 1 号
　　renkei-jrct@takatsuki.jrc.or.jp
　　https://www.takatsuki.jrc.or.jp
地域医療連携課営業時間
　平日　8：40 〜 19：00
　土曜　8：40 〜 13：00  ( 祝日除く )

　
当
院
で
は
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
発
熱
外
来
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
発
熱
・
咳
・
痰
・
倦
怠
感
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
心
配
な
患
者
さ
ん
は
、
一

般
の
外
来
と
は
別
の
場
所
で
診
察
を
行
い
ま
す
。

　
受
診
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
に
直

接
電
話
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

※1 費用が発生します。後日お支払いをお願いしています ( 初再診料・手技料等 )

※2 採取時間によっては、 結果のご連絡が翌日になる場合がございます


